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国民体育大会弓道競技 

少年女子近的競技で落合、植木、吉田 選手が 

5 位入賞 

第 74 回国民体育大会弓道競技が 10 月 4 日、5 日に予

選が、6日、7日に決勝トーナメントが水戸市堀原運動

公園武道館弓道場にて開催されました。奈良県からは、

少年女子の部で落合珠梨、植木鈴華、吉田実莉の 3 選

手が、成年男子の部で檜尾涼、山崎太成、階戸尊の 3

選手が、出場しました。 

 少年女子の部では近的競技予選で、24 射 15 中で 10

位となり、決勝進出しました。決勝トーナメント 1 回

戦で大阪と対戦し、残念ながら 10 中対 9 中で敗退し

ました。しかしながら 5 位～8 位決定戦で健闘５位に

入賞しました。 

成年男子の部・近的競技では、予選で、24 射 20 中

で 10 位と善戦しましたが、射詰競射で敗退し決勝に

進むことができませんでした。        

    （事務局） 

全日本女子弓道選手権大会 

林秀子選手が決勝進出し、健闘 

第 70 回全日本男子弓道選手権大会(天皇杯)は 9 月 20

日～22 日、また第 52 回全日本女子弓道選手権大会(皇

后杯)は 9月 22 日～24 日、伊勢市神宮弓道場で開催さ

れました。奈良県からは吉本清己、長濱有美、林秀子

の各選手が参加し、林秀子選手が決勝に進み 10 射 6 中

と健闘されました。他の選手は残念ながら予選敗退と

なりました。 

          （事務局） 

 

全日本女子弓道選手権大会に出場して  

決勝戦、１本の差で遠近競射に残れず… 

                橿原支部  林秀子 

この度、長濱(県代表)・林(近畿代表)の 2 名で全日本

女子弓道選手権大会(皇后杯)に出場しました。今回は

伊勢神宮弓道場での大会となりました。2 人とも的中

は半矢でしたが、点数で私、林が決勝進出することが

できました。 

 翌日の決勝戦では、連日の疲れから集中力が続かず

10射6中であと１本の差で遠近競射に残れず…という

結果でしたが、優秀賞を頂くことができました。 

まさか自分が決勝戦に残れるなんて、それほどの高得 

点をもらえるとも思っておらず、それほど気負わず引 

 

 

 

けたことがよかったのかもしれません。 

2 人とも初出場ということで、多くの先生方からアド

バイスや指導を頂きました。その全てを実行できた訳

ではないと思いますが、決勝戦まで進むことができ、

感謝の気持ちしかありません。まだ入賞した訳ではな

いので、次回チャンスがあれば、今度は結果を持ち帰

れるよう、また精進します。多くのアドバイス、応援

の言葉、会場に足を運んでくださった皆様、ありがと

うございました。 

 

 

9 月 22 日～24 日に開催された全日本女子弓道選手権

大会(皇后杯)の予選で高得点を得て、決勝に進出した 

林選手（後） 

 

 

 

奈良市ならでん弓道場で 9 月 29 日に開催された

近畿地域連合審査会において次の方が五段に昇

段されました。 

 

階戸 尊 （橿原支部）   

 

おめでとうございます。   

（事務局） 

 
昇段おめでとうございます 
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近畿地域弓道大会 

男子団体で奈良 G チーム（山口、新子、田中）が 

3 位、男子個人で田中 智選手が 2 位に入賞 

10 月 13 日 京都市武道センター弓道場を会場に第 43

回近畿地域弓道大会が開催されました。奈良県勢は、

男子団体、男子個人で入賞しました。結果は次のとお

りです。 

男子団体 

3 位 奈良 G チーム 

山口 亮二(生駒支部) 

   新子 修平(五條支部) 

   田中 智(生駒支部) 

男子個人 

2 位 田中 智(生駒支部) 

          （事務局） 

 

奈良県高校総合体育大会弓道競技 

女子団体 橿原高校 A チーム 

男子団体 郡山高校 A チーム が優勝 

9 月 14 日・15 日・23 日に橿原公苑弓道場において令

和元年度第 72 回奈良県高校総合体育大会弓道競技が

開催され、男子女子それぞれが個人及び団体戦を行い

ました。14 日及び 15 日に各自 4射、チーム 3人立 12

射を引き、個人男女とも 3中以上通過、団体女子 5中、

男子 6中以上通過で 23 日に決勝を行いました。 

 

女子個人 

（予選通過者 22 名 準決勝 4射 3中以上 3 名） 

決勝 3 名で射詰競射 

1 位 平松 美久（橿原） 

2 位 植木 鈴華（郡山） 

3 位 沼田 優美香（榛生昇陽） 

男子個人 

（予選通過者 20 名 準決勝 4射 3中以上 4 名） 

決勝 4 名で射詰競射 

1 位 田中 蒼翔（橿原） 

2 位 野澤 涼（王寺工業） 

3 位 小路 三輝（登美ケ丘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女個人入賞者 右から１位～３位 

女子団体 

（予選通過 21 チーム 準決勝 3 人立、各自 4 射チー

ム 12 射を引き、上位 8チームで決勝トーナメント） 

1 位 橿原 A（森田菜月・大和田温菜・池田朱蘭） 

2 位 郡山 B（北口安那・中村美友・磯橋菜生） 

3 位 奈良 H（小林 心・神尾彩希・加藤 碧） 

3 位 奈良北 B（岡田春音・平田陽香・髙草夏香） 

男子団体 

（予選通過 11 チーム 準決勝 3 人立、各自 4 射チー

ム 12 射を引き、上位 8チームで決勝トーナメント） 

1 位 郡山 A（屋根大輝・稲岡勇仁・石井颯大） 

2 位 法隆寺国際 A（遠藤竜峰・角田隆晃・大塚楽人） 

3 位 奈良北 A（溝口楽仁・道上康介・野村大翔） 

3 位 橿原 B（吉岡佑悟・大岡 響・米田晃大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子団体入賞チーム 前列 1 位 後列右 2 位 左 3 位（２

チーム） 

 

男子団体入賞チーム 前列 1 位 後列右 2 位 左 3 位（２

チーム） 

            （高体連 藤村佳照） 

 

中高交流会 

女子 高田商業高校、 男子 橿原高校 が優勝 

10 月 6 日に橿原公苑弓道場で第 16 回中高交流会が開

催されました。（高校は各校 1チーム、中学は各校 4チ

ームまで参加できる。） 

 

女子参加数       男子参加数 

高校 16 校 16 チーム  高校 17 校 17 チーム 

中学 7 校 12 チーム  中学 7 校 10 チーム 
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予選 ： 

（3人立、各自 8射 チーム 24 射を引き、 

高校 3チーム中学 6チームが通過） 

高校女子 

16 中 西の京 

15 中 法隆寺国際・高田商業 

中学女子 

10 中 香芝 C 

 8 中 橿原 A・八木 

 7 中 白橿 A・青翔 

 6 中 橿原 B（3チームの競射による） 

高校男子 

19 中 橿原 

14 中 西の京・郡山 

中学男子 

13 中 天理南Ａ 

 9 中 天理南Ｂ 

 8 中 白橿 

 7 中 橿原Ａ 

 6 中 香芝・八木（3チームの競射による） 

 

決勝戦： 

（各自 4射 チーム 12 射の巴戦） 

女子 1 回戦  

白橿 A 4 中・高田商業 7 中・香芝 C 4 中 

高田商業の勝ち 

青翔 7 中・法隆寺国際 8 中・橿原 A 6 中 

法隆寺国際の勝ち 

橿原 B 5 中・西の京 5 中・八木 2 中 

競射により、西の京の勝ち 

 

 

男子 1 回戦  

橿原 A 2 中・郡山 2 中・天理南 2 中 

競射により、郡山の勝ち 

香芝 0 中・西の京 9 中・天理南 2 中 

西の京の勝ち 

八木 5 中・橿原 8 中・白橿 7 中 

橿原の勝ち 

 

女子決勝 

高田商業 9中・法隆寺国際 5中・西の京 6中 

1位 高田商業高校 

2位 西の京高校 

3位 法隆寺国際高校 

男子決勝 

郡山 5中・西の京 5中・橿原 9中 

1位 橿原高校 

2位 郡山高校 

3 位 西の京高校 

             （高体連 藤村佳照） 

 

編｜集｜後｜記                 

国民体育大会弓道競技の少年女子の部で落合、植木、

吉田の 3 選手が、健闘され、5 位に入賞されました。

おめでとうございます。 

 台風 15 号、19 号が大きな被害をもたらしました。

被災者の皆さまには、心からお見舞い申し上げます。

以前からスーパー台風の襲来があるとの警告がテレビ

番組でもなされてきましたが、それが現実味を帯びて

きた感じがします。 

            編集担当 野尻賢司 
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